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医療白書 2020年度版

■ 監　  　　   修：寺崎　仁
（一般社団法人日本医療・病院管理学会理事長）

■ 企  画  ・  制 作 ：ヘルスケア総合政策研究所
■ 定　  　　   価：本体価格4,500円＋税
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● 北海道支社　TEL： 011-223-5125 ● 東北支社　TEL： 022-281-8536 ● 北信越支社　TEL： 076-231-7791
●  中 部 支社　TEL： 052-209-5451 ● 関西支社　TEL： 06-7660-1761 ●  九 州 支社　TEL： 092-418-2828

国難突破に向けた起死回生の一手はあるのか？
各界有識者が緊急提言!　改革の道筋を示す
　中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、瞬く間に
世界各地へ拡がった。全世界の感染者数は4,000万人、死亡者数は100万人を超え、
わが国においても医療や経済、国民の生活に甚大な被害をもたらしている。戦後最大
の危機と言われる今回のパンデミックを経て、国や世界のあり方、あらゆる価値観は大
きく変わるだろう。これまでの常識が通用しない新たな時代をわれわれはどう生きるべき
か。そして、医療と社会にはどのような変革が必要なのか――。
　『医療白書2020年度版』では、新型コロナ危機から見えた日本の課題を徹底検証。
感染症の専門家、病院団体のトップ、気鋭の社会学者による特別座談会をはじめ、第
一線で活躍する各界有識者からの緊急提言を通して、医療再構築・社会変革への道
筋を示す。

☆5,000円以上ご購入なら　送料 450円 ⇒ 無料

11月発売!!

ポストコロナ時代の
医療再構築
国難から見えた次世代社会への展望



『医療白書2020年度版』 CONTENTS

●巻頭言　コロナ禍を乗り越えた先に見えるもの──医療と社会の変容のゆくえ
寺崎　仁（一般社団法人日本医療・病院管理学会理事長、東京女子医科大学医学部医療安全科教授）

●第1部　  【特別座談会】　パンデミックが変えた世界　次世代医療と日本再生のあり方を考える
司　会：寺崎　仁（一般社団法人日本医療・病院管理学会理事長、東京女子医科大学医学部医療安全科教授）
出席者：猪口雄二（公益社団法人全日本病院協会会長）

岩田健太郎（神戸大学医学研究科感染治療学分野教授）
西田亮介（東京工業大学リベラルアーツ研究教育院准教授）

●第2部　  新型コロナ危機から見えた日本の社会・医療体制における課題と展望
第1章　世界各国の感染防止対策　何が明暗を分けたのか　

岩田健太郎（神戸大学医学研究科感染治療学分野教授）

第2章　地域の医療提供体制をどう守るか　遠隔ICUシステムの可能性
中西智之（株式会社T-ICU代表取締役社長、集中治療専門医）
鴻池善彦（株式会社T-ICU、集中治療専門医）

第3章　コロナ不安で分断された社会　差別・偏見・誹謗中傷の仕組みと対処
中谷内一也（同志社大学心理学部教授）

第4章　メディアはコロナウイルス危機をどう伝えたか　医療報道のあり方を問う
伊藤　守（早稲田大学教育・総合科学学術院教授）

第5章　コロナ禍における外部委託　病院と業者の信頼関係を再構築せよ！
馬場園明（九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講座教授）

●第3部　  感染再拡大・新たな脅威に備えよ！　医療崩壊を食い止めるための打開策
第1章　新型コロナウイルスがもたらす経営危機をどう乗り越えるか？

榎木英介（フリーランス病理医）

第2章　保健所の新型コロナ対応から見えた課題　わが国の感染防止対策はどうあるべきか
山本光昭（東京都中央区保健所長）

第3章　ワクチン・治療薬開発の最前線　完全収束に向けたシナリオとは
山田悠史（マウントサイナイ大学病院老年医学・緩和医療科フェロー）

第4章　コロナ禍における在宅医療・訪問看護　かかりつけ医の新たな役割とは
長尾和宏（医療法人社団裕和会理事長、長尾クリニック院長）

第5章　新型コロナで規制緩和　オンライン診療は普及・拡大するのか
原　聖吾（株式会社MICIN代表取締役CEO）
桐山瑶子（株式会社MICINデジタルセラピューティクス事業部RAスペシャリスト）

第6章　医療機器・感染防護具の供給体制を抜本的に改革せよ！
松尾未亜（株式会社野村総合研究所グローバル製造業コンサルティング部 Medtech & Life Scienceグループマネージャー）

●第4部　 ポストコロナ時代の日本はどうあるべきか　医療再構築・社会変革に向けた提言
第1章　コロナ危機で揺らぐ社会保障　ベーシックインカム的政策の可能性

山森　亮（同志社大学経済学部経済学科教授）

第2章　ポストコロナ時代の医療提供体制：試論
尾形裕也（九州大学名誉教授）

第3章　地方分権で問われる首長の指導力と地方のガバナンス
田中秀明（明治大学公共政策大学院教授）

第4章　AI感染伝播シミュレーションから見えたウイルス共生時代の生き方
倉橋節也（筑波大学大学院ビジネス科学研究群教授）

第5章　感染症と自然災害　リスク多発時代の複合災害に備えよ！
米田雅子（防災学術連携体代表幹事、慶應義塾大学環境・エネルギー研究センター特任教授）

第6章　競争力を見据えた価値転換によりデジタルトランスフォーメーション（DX）を加速せよ！
平　和博（桜美林大学リベラルアーツ学群教授、ジャーナリスト）

第7章　どうなる？　医療のグローバル化　コロナ後に期待される新戦略
真野俊樹（中央大学大学院戦略経営研究科教授）

●第5部　 【資料編】　データと年表から読み解く新型コロナウイルス感染症
牧　潤二（医療ジャーナリスト）


